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ロイヤルカナン、フランス・モンペリエにてベテリナリーシンポジウム 2026 を開催 

ペットの健康的なエイジングに関する調査結果を発表 
 
 
栄養学に基づいて犬と猫の健康を実現する企業（Health Through Nutrition Company）として、プレミアムペットフード およ

び食事療法食を展開するロイヤルカナン（本社：フランス・エマルグ）は、4 月 28 日、29 日の 2 日間にわたりフランス・モ

ンペリエにて、ベテリナリーシンポジウム 2026 を開催。80 カ国から約 750 名の獣医療専門家、報道関係者等が参加しま

した。本シンポジウムにて新しい調査結果を発表し、ペットの健康的なエイジングは、早期ケアによって実現可能であり、

軌道修正さえできる一方で、多くのペットオーナーは『いつ行動すべきか』を知らないという現状が浮き彫りになりました。 

科学的知見によると、ペットのエイジングはペットオーナーの予想よりも早く始まる緩やかな生物学的プロセスであり、タ

イムリーなモニタリング、栄養管理、介入の重要性が強調されています 1。しかし、健康的なエイジングに関する誤解は依

然として根強く残っています。ロイヤルカナンが実施した新たな消費者調査によると、調査対象のペットオーナーの 3 分

の 1 以上（38%）がペットのエイジングについて何もできないと考えていることがわかりました。44%のペットオーナーが「健

康問題が発生して初めて意識する」*、4 人に 1 人（25%）が「糖尿病などの疾患が高齢期のペットのリスクとなりうることを

認識していない」ことが明らかになりました**2。 

 

■   コロナ禍の中、飼い始められたペットが中年期に 

この調査結果は、大変重要なタイミングで発表されました。新型コロナウイルス感染症のパンデミック中にペットの飼育

が急増したことにより、多くのペットたちが今、人間でいう「中年期」に差し掛かっているからです。ペットの中年期は、積

極的なケアが重要であるとますます認識されるようになっています。ペットが年を重ねるにつれて、ペットオーナーの関心

も変化してきます。単なる寿命（生きた年数の合計）を延ばすことから、健康寿命（加齢に伴う病気や衰えが始まる前の、

健康で質の高い生活を送れる年数）を延ばすことへと移り変わっています 1。 

 

■   ロイヤルカナン ベテリナリーシンポジウム 2026 

「未来への扉を開く」をテーマに開催されたロイヤルカナン ベテリナリーシンポジウム 2026 には、世界各国の専門家が

集まり、より早期で積極的なケアをいかに実現するかを探るとともに、獣医療の将来についても考察しました。健康的な

エイジングには一年一年が重要であるという原則に基づき、本シンポジウムでは、ペットが最良の状態を保つために科

学的知見を実践に移す上で、獣医療チームが果たす重要な役割が強調されました。また同時に、将来のペットオーナー

が抱く期待を獣医師がより深く理解し、その期待に応え続けるために診療体制をどのように適応させていくべきかについ

ても示唆を与えました。 

 

獣医学専門医であり、ロイヤルカナンの猫の健康スペシャリストであるタニア・シューマン博士は次のように述べていま

す。 

「科学は、私たちに真の希望を与えてくれます。適切なタイミングで行動すれば、より健やかなエイジングを実現できるの

です。私たちが目指すのは、獣医療における知識のギャップを埋めることではなく、ペットのエイジングの兆候が現れて

緊急性を帯びる前に、ペットオーナーの方々に正しい知識を届けることです。 

ペットオーナーは愛するペットが健康で長生きすることを心から願っており、適切な情報を適切なタイミングで提供すれば、

行動を起こす準備ができています。中年期を単なる待機期間としてではなく、意味のある可能性に満ちた重要な時期と

捉えることで、獣医療チームは穏やかかつ先回りしてペットのエイジングの軌道をより良い方向へと導くことができるでし

ょう。 

このような取り組みをいかに効果的に進められるかについて、世界で最も献身的な獣医療専門家やプロフェッショナル

の方々と共に、探求できることは、大変光栄なことです。」 

ロイヤルカナンのグローバル研究開発担当 VP であるシルビア・ミレット＝カタランは、次のように述べています。 
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「栄養は、健康的なエイジングを支えるうえで重要な役割を果たします。子犬や子猫の発育に影響を与えることから、心

臓の健康を支え、体の強さや機能を長く維持する働きにまで及びます。 

ロイヤルカナンでは、ライフステージごとに最適な栄養バランスに重点を置き、目に見える老化の兆候が現れるはるか前

から、獣医師がペットを積極的にサポートできるよう支援しています。栄養を早期のケアに組み込むことで、ペットが活力

と生活の質（QOL）をより長く維持できるよう貢献します。」 

 

＜出典＞ 
1. Moniot, D., Allaway, D., Bermingham, E., Dowgray, N., Gruen, M., Hoummady, S., McKenzie, B., Olby, N.J., & Schoeman, T. エイジングは変

えられる：伴侶動物（犬・猫）の健康的なエイジングに関する最新の見解。ロイヤルカナンリサーチセンター他 
2. Censuswide 社が世界 18 の国と地域（英国、米国、オーストラリア、カナダ、インド、メキシコ、中国、韓国、タイ、フランス、ドイツ、イタリ

ア、ポルトガル、スペイン、ブラジル、日本、香港、台湾）の 19,012 人のペットオーナーを対象に実施した調査（2026 年３月） 

 

*「非常にそう思う」と「ややそう思う」の回答を合算 

**「全く知らない」と「あまり知らない」の回答を合算 

 
 
ロイヤルカナン社について 
ロイヤルカナン ブランド（ROYAL CANIN®）を展開するロイヤルカナン社は、栄養学に基づいた犬と猫の健康において

世界を牽引する企業であり、マース インコーポレイテッドの一員です。1968 年、フランスの獣医師ジャン カタリー博士に

よって設立されたロイヤルカナンは、ペットの専門家との連携を通じて「ペットのためのより良い世界」というパーパス（存

在意義）の実現を目指し、栄養と知識の限界を継続的に押し広げています。 
ロイヤルカナンは、ブリーダーや獣医師などのパートナーと協力し、科学に基づいて個々の犬と猫のニーズにきめ細や

かに応える栄養バランスのフードをつくるだけでなく、ペットの健康にとって大きなプラスとなる様々なツールやサービス

を展開しています。ペット、人々、地球を尊重し、責任ある持続可能な方法でビジネスを実践しています。 
世界 120 以上の市場で事業を展開し、400 名以上の獣医師と栄養学の専門家を含む 8,000 名を超えるアソシエイト（従

業員）が活躍しています。世界各地に 15 の工場、2 つのペットセンター（イノベーションセンター）、1 つの研究開発センタ

ー、そしてマースのネットワークから 7 つの研究所を運営しています。 
また、日本をはじめヨーロッパ以外では、ユーカヌバ ブランド（EUKANUBA™）を展開しています。ユーカヌバは愛犬の

健康とアクティブな毎日をサポートするドッグフードブランドです。そして米国を拠点とする消費者直販のペットフード会社

として急成長を遂げている NOM NOM の事業展開も行っています。 
 
ロイヤルカナンに関する詳細： https://www.royalcanin.com/jp/ 
ユーカヌバに関する詳細： https://www.eukanuba.com/jp/ 
ロイヤルカナン ジャポン企業サイト： https://royalcanin.jp/ 
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